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[概要]
　科研費の基盤研究（C)採択課題である「ﾘﾝﾊﾟ管を標的とした口腔内ﾄﾞﾗｯｸﾞﾃﾞﾘﾊﾞﾘ-ｼｽﾃﾑ製剤の開発」
の研究成果を社会還元・普及するとともに我が国の将来を担う児童・生徒が実験に興味を持ち、将来の
科学・薬学の発展に寄与することを目的に、”眼に見えないくすりの世界への招待状 ”というタイトルのも
と、体験型プログラムを平成26年7月28日（月）、29日（火）に岩手医科大学矢巾キャンパスで実施した。
　
[受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラ
ムを留意、工夫した点]
　科研費の研究成果は非常に高度であるため、小学生・中学生・高校生でステップアップするプログラム
とし、高校生のプログラムにて成果に直接関係のある実習項目とするとともに講義の中で説明を加え
た。また、各プログラムにおいて、実習成果に至る過程をテキストに穴埋め形式で直接記入する形式と
し、進行に伴って受講生を指名する形で意見を述べさせるとともに、Team Based Learning (TBL)を導入
し、各グル－プで議論を行って答えを導き出すプログラムとした。いずれのプログラムでも3－4名の受講
生に学部生1名を担当させ細やかな指導を行った。

[当日のスケジュ－ル]

7月28日　小学生対象（盛岡駅（10：00発）よりバスで移動）
　10：30-11：00　　受付（矢巾キャンパス東講義棟入口）
　11：00-11：30　　開講式（あいさつ、オリエンテ－ション、科研費の説明）
　11：30-12：30　　講義「くすりって？（講師：松浦誠）」及びTBL
　13：30-15：30　　実習「おくすり教室（講師：松浦誠、杉山晶規、手塚優）」
　15：30-16：00　　クッキ－タイム（講師・学部生との懇談）
　16：00-16：30　　修了式（アンケ－ト記入、未来博士号授与）
　16:30　　　　　　　終了・解散（バスで盛岡駅に移動）

7月29日　中学生、高校生対象（盛岡駅（10：00発）よりバスで移動）
　10：30-11：00　　受付（矢巾キャンパス東講義棟入口）
　11：00-11：30　　開講式（あいさつ、オリエンテ－ション、科研費の説明）
　11：30-12：30　　中学生A班講義「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－（講師：三部篤）」及びTBL
　　　　　　　　 　　　 中学生B班講義「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？（講師：小澤正吾）」
                       及びTBL
 　　　　　　　　 　 　 高校生講義「くすりの時間的・空間的制御（講師：佐塚泰之）」及びTBL
　13：30-16：00　　中学生A班実習「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－（講師：三部篤、青柳利紀）」
　　　　　　　　 　 　　中学生B班実習「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？
                                                                               （講師：幅野渉、寺島潤）」
　　　　　　　 　　 　　高校生実習「リポソ－ムの調製と観察（講師：杉山育美、松尾泰佑）」
　16：00-16：30　　クッキ－タイム（講師・学部生との懇談）
　16：30-17：00　　修了式（アンケ－ト記入、未来博士号授与）
　17:00　　　　　　 　終了・解散（バスで盛岡駅に移動）

[実施の様子]

　本プログラムは小学生、中学生、高校生に異なったプログラムを
実施するものであり、その内容をステップアップさせることにより、
科研費課題の内容の一端を生徒に理解させるものである。

　7月28日には、小学生を対象に「おくすり教室」を実施した。医薬
品のネット販売もル－ルを作ったうえで認められるようになってき
ているが、正しくくすりを使うための知識は十分とはいえない。そ
こで、正しいくすりの服用の仕方を児童に学んでもらうプログラム
とした。くすりを水で溶かした場合は変化はないが、お茶に溶かす
と極端な色調の変化が生じることを肉眼的に観察することにより、
お茶でくすりを飲んではいけない理由を理解させた。その他、沈殿
が生じたり、カプセルの溶け方が違う等の実験を通し、薬の正しい
飲み方を学習させた。

　7月29日には中学生・高校生を対象としたプログラムを実施した。
中学生は2班に分け、「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－」、
「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？」のいずれかの実
験を体験することにより、人体の特徴や個人差を理解させた。

「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－」では、体を作っている細
胞はもとは同じだが、発達の過程で体の各部分や臓器などのい
ろいろな細胞に変化していく様子（分化）を自分の眼で観察、さら
に分化した細胞に薬が作用していく様子や分化した心臓の細胞
が自動的に動き出したり、脳を形作る神経細胞がネットワーク作
りのために長い足を伸ばす様子を観察させた。

「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？」では、ヒトの個性
の源は両親から受け継がれた遺伝子であり、この個性がくすり
の効き方にも表れることをアルコ－ルパッチテストやDNAを抽出
することにより理解させた。

　高校生には「リポソ－ムの調製と観察」を体験させた。体内で
のくすりの動きを制御して患部にだけ集中させる技術である最
先端のテクノロジ－を駆使したドラッグデリバリ－システム（DDS）
の有用なキャリアであり、細胞の1/100位の大きさのリポソ－ム
が鶏卵の黄身からでも作ることができることを実験させるとともに、
できたリポソ－ムが偏光顕微鏡観察下で夜空の星の様に光る
現象を観察させた。また、このリポソ－ムに様々な検討を加え、
改良することによりリンパﾟ管を標的とした口腔内DDS製剤が開
発できることを説明した。また、クリ－ム剤に応用されている乳
剤の型が簡便な方法で判定できることを体験させた。

　いずれのプログラムでも、受講者は自ら実験を行い、その結果
として変化していく様々な現象を眼を輝かせて非常に興味深く観
察していた。また、今回より導入したTBLによるグル－プディスカ
ッションは、議論しながら答えを導いていく楽しさを経験させるの
に有効であった。ほとんどの受講者がたいへん楽しくためになった、
将来研究をしてみたい等のコメントを寄せてくれた。

[事務局との協力体制]
　研究助成課（小原）が振興会への連絡調整と提出書類の確認・修正を行うとともに、バスの手配、傷害
保険の契約、委託研究費の管理と支出報告書の確認を行った。矢巾キャンパス教務課（千葉）が受講に
関する問い合わせに対応した。

[広報活動]
　盛岡市及び矢巾キャンパス所在地の矢巾町の小学校、中学校、高等学校にポスタ－、リーフレット、申
込用紙を郵送にて配布した。なお、高等学校に関しては、薬学部広報委員が訪問し、本プログラムにつ
いてPRした。さらに、昨年度受講を希望しながら選外となった小中学生及び昨年度の受講者のうち、今
年度は上位学校での体験となる中高校生にリーフレット、申込用紙を郵送した。
　また、大学のHP及び講座のHPに募集案内を掲載した。
　開催時には、盛岡タイムスの取材を受け、翌々日の新聞に掲載された。

[安全配慮]
　実習の安全確保のため、小学生は受講生3人に対し1人、中学生、高校生は受講生4人に対し1人の割
合で実施協力者（学部生）を配置した。実験自体に危険な内容、操作は含まれていないが、受講生全員
に白衣を着用させた。盛岡市内の受講生は、会場の矢巾キャンパスまでの交通の便が良いとはいえな
いため、盛岡駅より矢巾キャンパスまでのバスでの送迎を行った。
　受講生を短期のレクリエ－ション保険に加入させた。なお、教員及び研究協力者の学部生は、各々が
本務で加入する保険の適用内であることを確認した。

[今後の発展性、課題]
　小学生・中学生・高校生に発展的に展開していくプログラムを組んでおり、昨年度小学生、中学生のプ
ログラムを経験した受講者が、今年度は中学生、高校生のプログラムを受講しており、くすりや薬学及び
科研費テ－マに関する理解が深まったと思われる。小学生対象のプログラムは入門編であり、易しい内
容であったが、中学生・高校生のプログラムは科研費テ－マにつながる内容であることより、必然的に高
度な知識・技能を教授することとなる。限られた時間内に対応するのには限界があるが、この点におい
て更に改善する必要があるように感じられた。
　また、昨年度は開催前に新聞に取り上げられたことより、反響が非常に大きく受講希望者は募集人数
の2倍以上となったが、今回は新聞、広報誌に取り上げてもらえなかったことより、希望者が募集人数を
下回る結果となった。全員受講してもらえたことは良かったが、広報の方法を再考する必要があると思
われた。
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岩手医科大学矢巾キャンパス
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平成26年7月28日（月）:小学生
平成26年7月29日（火）:中学生
　　　　　　　　　　　　　　　高校生

：

小学生　23名
中学生15名・高校生　16名



[概要]
　科研費の基盤研究（C)採択課題である「ﾘﾝﾊﾟ管を標的とした口腔内ﾄﾞﾗｯｸﾞﾃﾞﾘﾊﾞﾘ-ｼｽﾃﾑ製剤の開発」
の研究成果を社会還元・普及するとともに我が国の将来を担う児童・生徒が実験に興味を持ち、将来の
科学・薬学の発展に寄与することを目的に、”眼に見えないくすりの世界への招待状 ”というタイトルのも
と、体験型プログラムを平成26年7月28日（月）、29日（火）に岩手医科大学矢巾キャンパスで実施した。
　
[受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラ
ムを留意、工夫した点]
　科研費の研究成果は非常に高度であるため、小学生・中学生・高校生でステップアップするプログラム
とし、高校生のプログラムにて成果に直接関係のある実習項目とするとともに講義の中で説明を加え
た。また、各プログラムにおいて、実習成果に至る過程をテキストに穴埋め形式で直接記入する形式と
し、進行に伴って受講生を指名する形で意見を述べさせるとともに、Team Based Learning (TBL)を導入
し、各グル－プで議論を行って答えを導き出すプログラムとした。いずれのプログラムでも3－4名の受講
生に学部生1名を担当させ細やかな指導を行った。

[当日のスケジュ－ル]

7月28日　小学生対象（盛岡駅（10：00発）よりバスで移動）
　10：30-11：00　　受付（矢巾キャンパス東講義棟入口）
　11：00-11：30　　開講式（あいさつ、オリエンテ－ション、科研費の説明）
　11：30-12：30　　講義「くすりって？（講師：松浦誠）」及びTBL
　13：30-15：30　　実習「おくすり教室（講師：松浦誠、杉山晶規、手塚優）」
　15：30-16：00　　クッキ－タイム（講師・学部生との懇談）
　16：00-16：30　　修了式（アンケ－ト記入、未来博士号授与）
　16:30　　　　　　　終了・解散（バスで盛岡駅に移動）

7月29日　中学生、高校生対象（盛岡駅（10：00発）よりバスで移動）
　10：30-11：00　　受付（矢巾キャンパス東講義棟入口）
　11：00-11：30　　開講式（あいさつ、オリエンテ－ション、科研費の説明）
　11：30-12：30　　中学生A班講義「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－（講師：三部篤）」及びTBL
　　　　　　　　 　　　 中学生B班講義「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？（講師：小澤正吾）」
                       及びTBL
 　　　　　　　　 　 　 高校生講義「くすりの時間的・空間的制御（講師：佐塚泰之）」及びTBL
　13：30-16：00　　中学生A班実習「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－（講師：三部篤、青柳利紀）」
　　　　　　　　 　 　　中学生B班実習「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？
                                                                               （講師：幅野渉、寺島潤）」
　　　　　　　 　　 　　高校生実習「リポソ－ムの調製と観察（講師：杉山育美、松尾泰佑）」
　16：00-16：30　　クッキ－タイム（講師・学部生との懇談）
　16：30-17：00　　修了式（アンケ－ト記入、未来博士号授与）
　17:00　　　　　　 　終了・解散（バスで盛岡駅に移動）

[実施の様子]

　本プログラムは小学生、中学生、高校生に異なったプログラムを
実施するものであり、その内容をステップアップさせることにより、
科研費課題の内容の一端を生徒に理解させるものである。

　7月28日には、小学生を対象に「おくすり教室」を実施した。医薬
品のネット販売もル－ルを作ったうえで認められるようになってき
ているが、正しくくすりを使うための知識は十分とはいえない。そ
こで、正しいくすりの服用の仕方を児童に学んでもらうプログラム
とした。くすりを水で溶かした場合は変化はないが、お茶に溶かす
と極端な色調の変化が生じることを肉眼的に観察することにより、
お茶でくすりを飲んではいけない理由を理解させた。その他、沈殿
が生じたり、カプセルの溶け方が違う等の実験を通し、薬の正しい
飲み方を学習させた。

　7月29日には中学生・高校生を対象としたプログラムを実施した。
中学生は2班に分け、「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－」、
「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？」のいずれかの実
験を体験することにより、人体の特徴や個人差を理解させた。

「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－」では、体を作っている細
胞はもとは同じだが、発達の過程で体の各部分や臓器などのい
ろいろな細胞に変化していく様子（分化）を自分の眼で観察、さら
に分化した細胞に薬が作用していく様子や分化した心臓の細胞
が自動的に動き出したり、脳を形作る神経細胞がネットワーク作
りのために長い足を伸ばす様子を観察させた。

「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？」では、ヒトの個性
の源は両親から受け継がれた遺伝子であり、この個性がくすり
の効き方にも表れることをアルコ－ルパッチテストやDNAを抽出
することにより理解させた。

　高校生には「リポソ－ムの調製と観察」を体験させた。体内で
のくすりの動きを制御して患部にだけ集中させる技術である最
先端のテクノロジ－を駆使したドラッグデリバリ－システム（DDS）
の有用なキャリアであり、細胞の1/100位の大きさのリポソ－ム
が鶏卵の黄身からでも作ることができることを実験させるとともに、
できたリポソ－ムが偏光顕微鏡観察下で夜空の星の様に光る
現象を観察させた。また、このリポソ－ムに様々な検討を加え、
改良することによりリンパﾟ管を標的とした口腔内DDS製剤が開
発できることを説明した。また、クリ－ム剤に応用されている乳
剤の型が簡便な方法で判定できることを体験させた。

　いずれのプログラムでも、受講者は自ら実験を行い、その結果
として変化していく様々な現象を眼を輝かせて非常に興味深く観
察していた。また、今回より導入したTBLによるグル－プディスカ
ッションは、議論しながら答えを導いていく楽しさを経験させるの
に有効であった。ほとんどの受講者がたいへん楽しくためになった、
将来研究をしてみたい等のコメントを寄せてくれた。

[事務局との協力体制]
　研究助成課（小原）が振興会への連絡調整と提出書類の確認・修正を行うとともに、バスの手配、傷害
保険の契約、委託研究費の管理と支出報告書の確認を行った。矢巾キャンパス教務課（千葉）が受講に
関する問い合わせに対応した。

[広報活動]
　盛岡市及び矢巾キャンパス所在地の矢巾町の小学校、中学校、高等学校にポスタ－、リーフレット、申
込用紙を郵送にて配布した。なお、高等学校に関しては、薬学部広報委員が訪問し、本プログラムにつ
いてPRした。さらに、昨年度受講を希望しながら選外となった小中学生及び昨年度の受講者のうち、今
年度は上位学校での体験となる中高校生にリーフレット、申込用紙を郵送した。
　また、大学のHP及び講座のHPに募集案内を掲載した。
　開催時には、盛岡タイムスの取材を受け、翌々日の新聞に掲載された。

[安全配慮]
　実習の安全確保のため、小学生は受講生3人に対し1人、中学生、高校生は受講生4人に対し1人の割
合で実施協力者（学部生）を配置した。実験自体に危険な内容、操作は含まれていないが、受講生全員
に白衣を着用させた。盛岡市内の受講生は、会場の矢巾キャンパスまでの交通の便が良いとはいえな
いため、盛岡駅より矢巾キャンパスまでのバスでの送迎を行った。
　受講生を短期のレクリエ－ション保険に加入させた。なお、教員及び研究協力者の学部生は、各々が
本務で加入する保険の適用内であることを確認した。

[今後の発展性、課題]
　小学生・中学生・高校生に発展的に展開していくプログラムを組んでおり、昨年度小学生、中学生のプ
ログラムを経験した受講者が、今年度は中学生、高校生のプログラムを受講しており、くすりや薬学及び
科研費テ－マに関する理解が深まったと思われる。小学生対象のプログラムは入門編であり、易しい内
容であったが、中学生・高校生のプログラムは科研費テ－マにつながる内容であることより、必然的に高
度な知識・技能を教授することとなる。限られた時間内に対応するのには限界があるが、この点におい
て更に改善する必要があるように感じられた。
　また、昨年度は開催前に新聞に取り上げられたことより、反響が非常に大きく受講希望者は募集人数
の2倍以上となったが、今回は新聞、広報誌に取り上げてもらえなかったことより、希望者が募集人数を
下回る結果となった。全員受講してもらえたことは良かったが、広報の方法を再考する必要があると思
われた。



【実施分担者】

【実施協力者】 名

【事務担当者】

[概要]
　科研費の基盤研究（C)採択課題である「ﾘﾝﾊﾟ管を標的とした口腔内ﾄﾞﾗｯｸﾞﾃﾞﾘﾊﾞﾘ-ｼｽﾃﾑ製剤の開発」
の研究成果を社会還元・普及するとともに我が国の将来を担う児童・生徒が実験に興味を持ち、将来の
科学・薬学の発展に寄与することを目的に、”眼に見えないくすりの世界への招待状 ”というタイトルのも
と、体験型プログラムを平成26年7月28日（月）、29日（火）に岩手医科大学矢巾キャンパスで実施した。
　
[受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラ
ムを留意、工夫した点]
　科研費の研究成果は非常に高度であるため、小学生・中学生・高校生でステップアップするプログラム
とし、高校生のプログラムにて成果に直接関係のある実習項目とするとともに講義の中で説明を加え
た。また、各プログラムにおいて、実習成果に至る過程をテキストに穴埋め形式で直接記入する形式と
し、進行に伴って受講生を指名する形で意見を述べさせるとともに、Team Based Learning (TBL)を導入
し、各グル－プで議論を行って答えを導き出すプログラムとした。いずれのプログラムでも3－4名の受講
生に学部生1名を担当させ細やかな指導を行った。

[当日のスケジュ－ル]

7月28日　小学生対象（盛岡駅（10：00発）よりバスで移動）
　10：30-11：00　　受付（矢巾キャンパス東講義棟入口）
　11：00-11：30　　開講式（あいさつ、オリエンテ－ション、科研費の説明）
　11：30-12：30　　講義「くすりって？（講師：松浦誠）」及びTBL
　13：30-15：30　　実習「おくすり教室（講師：松浦誠、杉山晶規、手塚優）」
　15：30-16：00　　クッキ－タイム（講師・学部生との懇談）
　16：00-16：30　　修了式（アンケ－ト記入、未来博士号授与）
　16:30　　　　　　　終了・解散（バスで盛岡駅に移動）

7月29日　中学生、高校生対象（盛岡駅（10：00発）よりバスで移動）
　10：30-11：00　　受付（矢巾キャンパス東講義棟入口）
　11：00-11：30　　開講式（あいさつ、オリエンテ－ション、科研費の説明）
　11：30-12：30　　中学生A班講義「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－（講師：三部篤）」及びTBL
　　　　　　　　 　　　 中学生B班講義「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？（講師：小澤正吾）」
                       及びTBL
 　　　　　　　　 　 　 高校生講義「くすりの時間的・空間的制御（講師：佐塚泰之）」及びTBL
　13：30-16：00　　中学生A班実習「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－（講師：三部篤、青柳利紀）」
　　　　　　　　 　 　　中学生B班実習「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？
                                                                               （講師：幅野渉、寺島潤）」
　　　　　　　 　　 　　高校生実習「リポソ－ムの調製と観察（講師：杉山育美、松尾泰佑）」
　16：00-16：30　　クッキ－タイム（講師・学部生との懇談）
　16：30-17：00　　修了式（アンケ－ト記入、未来博士号授与）
　17:00　　　　　　 　終了・解散（バスで盛岡駅に移動）

[実施の様子]

　本プログラムは小学生、中学生、高校生に異なったプログラムを
実施するものであり、その内容をステップアップさせることにより、
科研費課題の内容の一端を生徒に理解させるものである。

　7月28日には、小学生を対象に「おくすり教室」を実施した。医薬
品のネット販売もル－ルを作ったうえで認められるようになってき
ているが、正しくくすりを使うための知識は十分とはいえない。そ
こで、正しいくすりの服用の仕方を児童に学んでもらうプログラム
とした。くすりを水で溶かした場合は変化はないが、お茶に溶かす
と極端な色調の変化が生じることを肉眼的に観察することにより、
お茶でくすりを飲んではいけない理由を理解させた。その他、沈殿
が生じたり、カプセルの溶け方が違う等の実験を通し、薬の正しい
飲み方を学習させた。

　7月29日には中学生・高校生を対象としたプログラムを実施した。
中学生は2班に分け、「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－」、
「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？」のいずれかの実
験を体験することにより、人体の特徴や個人差を理解させた。

「体の神秘－心筋細胞と神経細胞－」では、体を作っている細
胞はもとは同じだが、発達の過程で体の各部分や臓器などのい
ろいろな細胞に変化していく様子（分化）を自分の眼で観察、さら
に分化した細胞に薬が作用していく様子や分化した心臓の細胞
が自動的に動き出したり、脳を形作る神経細胞がネットワーク作
りのために長い足を伸ばす様子を観察させた。

「くすりの効き方が人によって違うのはなぜ？」では、ヒトの個性
の源は両親から受け継がれた遺伝子であり、この個性がくすり
の効き方にも表れることをアルコ－ルパッチテストやDNAを抽出
することにより理解させた。

　高校生には「リポソ－ムの調製と観察」を体験させた。体内で
のくすりの動きを制御して患部にだけ集中させる技術である最
先端のテクノロジ－を駆使したドラッグデリバリ－システム（DDS）
の有用なキャリアであり、細胞の1/100位の大きさのリポソ－ム
が鶏卵の黄身からでも作ることができることを実験させるとともに、
できたリポソ－ムが偏光顕微鏡観察下で夜空の星の様に光る
現象を観察させた。また、このリポソ－ムに様々な検討を加え、
改良することによりリンパﾟ管を標的とした口腔内DDS製剤が開
発できることを説明した。また、クリ－ム剤に応用されている乳
剤の型が簡便な方法で判定できることを体験させた。

　いずれのプログラムでも、受講者は自ら実験を行い、その結果
として変化していく様々な現象を眼を輝かせて非常に興味深く観
察していた。また、今回より導入したTBLによるグル－プディスカ
ッションは、議論しながら答えを導いていく楽しさを経験させるの
に有効であった。ほとんどの受講者がたいへん楽しくためになった、
将来研究をしてみたい等のコメントを寄せてくれた。

[事務局との協力体制]
　研究助成課（小原）が振興会への連絡調整と提出書類の確認・修正を行うとともに、バスの手配、傷害
保険の契約、委託研究費の管理と支出報告書の確認を行った。矢巾キャンパス教務課（千葉）が受講に
関する問い合わせに対応した。

[広報活動]
　盛岡市及び矢巾キャンパス所在地の矢巾町の小学校、中学校、高等学校にポスタ－、リーフレット、申
込用紙を郵送にて配布した。なお、高等学校に関しては、薬学部広報委員が訪問し、本プログラムにつ
いてPRした。さらに、昨年度受講を希望しながら選外となった小中学生及び昨年度の受講者のうち、今
年度は上位学校での体験となる中高校生にリーフレット、申込用紙を郵送した。
　また、大学のHP及び講座のHPに募集案内を掲載した。
　開催時には、盛岡タイムスの取材を受け、翌々日の新聞に掲載された。

[安全配慮]
　実習の安全確保のため、小学生は受講生3人に対し1人、中学生、高校生は受講生4人に対し1人の割
合で実施協力者（学部生）を配置した。実験自体に危険な内容、操作は含まれていないが、受講生全員
に白衣を着用させた。盛岡市内の受講生は、会場の矢巾キャンパスまでの交通の便が良いとはいえな
いため、盛岡駅より矢巾キャンパスまでのバスでの送迎を行った。
　受講生を短期のレクリエ－ション保険に加入させた。なお、教員及び研究協力者の学部生は、各々が
本務で加入する保険の適用内であることを確認した。

[今後の発展性、課題]
　小学生・中学生・高校生に発展的に展開していくプログラムを組んでおり、昨年度小学生、中学生のプ
ログラムを経験した受講者が、今年度は中学生、高校生のプログラムを受講しており、くすりや薬学及び
科研費テ－マに関する理解が深まったと思われる。小学生対象のプログラムは入門編であり、易しい内
容であったが、中学生・高校生のプログラムは科研費テ－マにつながる内容であることより、必然的に高
度な知識・技能を教授することとなる。限られた時間内に対応するのには限界があるが、この点におい
て更に改善する必要があるように感じられた。
　また、昨年度は開催前に新聞に取り上げられたことより、反響が非常に大きく受講希望者は募集人数
の2倍以上となったが、今回は新聞、広報誌に取り上げてもらえなかったことより、希望者が募集人数を
下回る結果となった。全員受講してもらえたことは良かったが、広報の方法を再考する必要があると思
われた。

小　澤　　正　吾 薬学部・教授
三　部　　篤 薬学部・教授

松　浦　　誠 薬学部・講師
幅　野　　渉
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小　原　恵　太 研究助成課・事務員
千　葉　大　寛 矢巾キャンパス教務課・事務員

手　塚　　優 薬学部・助教
青　柳　利　紀 薬学部・助教

薬学部・准教授

寺　島　　潤 薬学部・助教
松　尾　泰　佑 薬学部・助教

杉　山　　晶　規 薬学部・准教授
杉　山　　育　美 薬学部・助教


